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1. はじめに

　われわれの委員会はエレクトロニクス実装学会の中で，
数年前，2つの研究会を合併した先進実装・電子部品研究
会とプリント配線板や先進材料・プロセスで関係の深いプ
リンタブル 1),2)実装技術研究会を統合して活動を進めてお
ります。メンバーは，実装学会であらゆる実装技術に経験
豊富な大御所，国内システムメーカや韓国大手の電子機器
メーカ経験者，電子部品メーカ，基板メーカ，パワーエレ
クトロニクス，カーエレメーカ，めっき材料，装置メーカ
のエンジニア，はんだ接合やMEMSなどを長年研究してお
られる大学の先生，技術コンサルタント，JEITAや JPCA委
員などで構成されており，多士多彩です。将来，日本国内
に残る製造技術は，材料と部品技術などと言われておりま
すが，ここ数年の委員会／研究会活動と，JEITAなどの国
内電子基板業界と海外の動きを眺めながらエレクトロニク
ス・パッケージングのこれからについて述べてみたいと思
います。

2. 緒　言

　この原稿を作成している 2014年秋，円安が進んでいま
す。製造業各社も期の売上げ，純利益予測を大幅に見直し
つつあります。ユーロも軒並み下がっていますが，円もは
るかに下落しています。当初，製造業各社は円安を歓迎し
ていましたが，日本経済界も遅ればせながら円安の副作用
に気が付き始めたようです。アベノミクスで踊っている政
府はまるで他人ごとのようです。
　具体的な数字で示してみましょう。2012年の年末以降，
円はドルに対して 3割以上も安くなっており，ドルで換算
した場合の（世界の）市場規模は大きく縮小しているわけ
です。生産総数量で見てみますと昨年の同時期と比較し 1
割弱の成長を遂げているようです。これらの差異から考え
られることは，限定された既存需要をトップとは思えない
同一製造メーカが争奪しているため，市場価格が大きく下
がっていることが考えられます。エレクトロニクス業界を
見回し，かつての日本のものづくりや実装技術の復権のた

めにカテゴリ別に動向を示しながら，展望してみたいと思
います。

3. プリント配線板業界の動向

　この 10年ほどの日本国内プリント配線板市場動向を図 1
で見ると 2008年 9月に起きた世界同時不況による市場の落
ち込みにより大きく生産額を減少させており，その後，
2010年から 3～4年で市場の環境は劇的に落ち込んでいる
のがわかります。プリント配線板の需要を考える上で，こ
れまで世界のトップを維持していた民生電子機器の図 2の
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図 1.　日本のプリント配線板市場動向

図 2.　日本国内薄型 TV生産台数
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